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南極圏と南極クルーズ 14
日間

南極クルーズハイライト
●

●

●

南極圏にまで足をのばし、マルゲリーテ湾周辺の歴史的な
観測基地も訪れる予定です。
ペンギンやアザラシ、クジラなど多種多様な野生生物を探索し
ます。
南極の知識を豊かにする野生生物や探検の歴史、南極の
自然などのレクチャーを予定しています。

（注1）上記スケジュール中、食事欄の「H」はホテルでの食事、「○」は船内食を表します。

南米最南端のウシュアイア空港到着後、
空港からホテルまでお送りいたします。
クォーク社指定のホテルに宿泊

自由行動
乗船手続
ウシュアイアから南極クルーズに出港

　ドレーク海峡横断クルーズ

　ドレーク海峡横断クルーズ

　南極半島とサウスシェトランド諸島観光

　南極半島とサウスシェトランド諸島観光

　南極半島とサウスシェトランド諸島観光

　南極圏観光

　南極圏観光

　南極半島に沿って北上しながら観光

　南極半島に沿って北上しながら観光

　ドレーク海峡横断クルーズ

　ドレーク海峡横断クルーズ

ウシュアイア入港／下船
港からウシュアイア空港迄お送りいたします。
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●旅行開始日＆終了日 ・ 期間 ・ 利用客船

2017年 2月12日（日）～ 2月25日（土）

2017年 3月 1日（水）～ 3月14日（火）

旅行開始日～終了日 期 間 利用客船
14日間

14日間

シー・アドベンチャラー

オーシャン・ダイヤモンド

●
●

●

集合地／解散地
宿 泊 ホテ ル

食 事 条 件

：
：

：

アルゼンチンのウシュアイア
ウシュアイア／アルバトロス、ラス・レンガス、
　　　　　　  ロス・ニレス、カナル・ビーグル
朝食13回、 昼食11回、 夕食12回

船中泊

巨大な氷山や入り組んだ地形をくぐり抜け、クジ
ラがエサを食みにやってくる海域やヒゲペンギ
ンの営巣地へとご案内いたします。

南極大陸に上陸する時が訪れます。ネコ・ハー
バーやオルネ湾、パラダイス湾、ピーターマン
島、プレノウ島にはたくさんの上陸ポイントがあ
ります。天候に左右されることもありますが、各
上陸ポイントによって自然の風景や野生生物は
がらりと様変わりしますので次々と新しい発見
をお楽しみいただけます。

アドベンチャー・オプションにはなりますが、お客
様自身でオールを握って探索して頂くカヤック
もご用意しております。ご希望次第でかけがえ
のない南極大陸での時間を格別のものにして
頂くことができます。

●詳細日程

　ドレーク海峡横断を終える頃、船の進行方向
左手に急峻な山々や巨大な氷河などの南極半
島、そして、海には潮を吹くクジラや元気よく泳
ぐペンギンなどが見えてきます。
エクスペディション・チームが氷の状態や天候を確認
しながら、適宜次なる目的地へとご案内いたします。

第5～7日目 南極半島とサウスシェトランド諸島観光

第1日目 アルゼンチンのウシュアイア到着

ウシュアイア到着後、クォーク社の無料送迎バ
スでホテルへお送りいたします。
着後、クォーク社指定のホテルに宿泊。

ウシュアイア泊

　ドレーク海峡は比較的予測が難しい海域で
穏やかな天候と海象が望まれます。この二日
間に、エクスペディション・チームによるアドベ
ンチャー･オプションのアクティビティの紹介
や、安全に探検するためのガイダンス、南極地
域における捕鯨や探検の歴史等のレクチャー
が行われ、南極について理解を深めていただ
くとともに、これから始まる探検の準備をいた
します。

第3～4日目 ドレーク海峡横断クルーズ

船中泊

　この行程に差しかかるころには、アデリーペン
ギンやヒゲペンギン、ゼンツーペンギンなどや、
ヒョウアザラシ、ウェッデルアザラシ、オットセイ
などの違いは、簡単に言い当てることが出来る
ようになっていることと思います。

パズルのような不思議な形の氷山片や氷を指
す用語にも親しくなっていることでしょう。1日2
回の上陸観光やゾディアック・クルージングで
は、エクスペディション・チームが常に目を見張ら
せていますので、野生生物の観察や雄大な氷河
の景色をお楽しみいただけます。

第10～11日目 南極半島沿岸を北上しながら観光

　エクスペディション・チームは船内イベントや
様々なプレゼンテーション、皆様が訪れた南極の
ポイントや野生生物のスライドショーを準備し、こ
の南極クルーズを振り返る予定です。

第12～13日目 ドレーク海峡横断クルーズ

船中泊

船中泊

　午前、ウシュアイアに入港
下船後、クォーク社の無料送迎バスでウシュア
イア空港までお送りいたします。

第14日目 ウシュアイア入港／下船

船中泊

　この航海では南極大陸への上陸だけでなく、
南緯66度33分を越えて南極圏を訪れます。
南極圏到達の際には、シャンパンで乾杯してお
祝いしましょう。最後の原生地とも言える南極
圏では真夜中まで煌々と太陽が降り注ぎ、ウェッ
デルアザラシたちが氷の上に寝そべり夏を謳歌
している様子は、まさに感動的です。

第8～9日目 南極圏観光

船中泊

　夕刻、ウシュアイアから南極クルーズに出港し
ます。本船はビーグル水道を進みます。この水道
は、チャールズ・ダーウィンが世界周航したビーグ
ル号にちなんで名づけられたことでも有名です。

私たちの船出を祝うかのように山裾に開けたウ
シュアイアの町が夕日を浴びて光り輝き、船尾に
は多くの海鳥が追いかけてきます。

第2日目 乗船／ウシュアイア出港

船中泊

南極の旅を何度も経験された方でも南緯66度33分より南の南極
圏まで旅をしたという人は少なく、まだまだ「未知の世界」という印
象が強いようです。今だ、知られざる部分が多い南極圏に足を踏
み入れたいという方に是非この南極クルーズをお勧めします。
このコースでは数多くの南極の野生生物や鳥類を観察いただ
けます。

南極半島をさらに南へ。南緯66度33分を越えて未知の南極圏へウシュアイア
発着コース

Crossing the Circle: Southern ExpeditionNo. 3

利用客船 オーシャン・ダイヤモンド

旅行開始日
旅行終了日
期　間

アドベンチャー・オプション

3月 1日（水）

3月14日（火）

14日間

9,595

13,295

13,995

17,995

18,995

16,995

16,995

K

トリプル（3人部屋）

★ツイン（角窓）

ツイン（角窓）

スイート

バルコニー・スイート

シングル（丸窓）

★シングル（角窓）

客
室
タ
イ
プ

※オーシャン・ダイヤモンドの「★印の客室タイプ」は、救命艇及び船
体構造によって窓からの視界が遮られています。●アドベンチャー・オプション記号説明　K ＝ カヤック

●クルーズ代金（大人／お一人様）　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※単位 ： 米国ドル（US＄）

利用客船 シー・アドベンチャラー
2月12日（日）

2月25日（土）

14日間

旅行開始日
旅行終了日
期　間

アドベンチャー・オプション

9,595

11,595

12,595

13,595

14,595

15,595

17,595

K

トリプル（3人部屋）

ローワー・ツイン（丸窓）

メイン・ツイン（丸窓）

メイン・ツイン（角窓）

スーペリア

デラックス

スイート

客
室
タ
イ
プ

※主な見どころは一例です。すべては一度の航海で訪れるわけではありません。気象、海象、氷などの厳しい自然環境下で上陸場所が
　変更になる場合がありますので予めご了承ください。

南極半島

●その他の主なみどころ
クーバービル島／ダンコ島／エンタープライズ島／メルチオール
諸島／ルメール海峡／ノイマイヤー海峡／ポートロックロイ／
ダモイポイント／ウォーターボート・ポイント／南極圏

サウスシェトランド
諸島

アイチョ島／ハーフムーン島／ハンナ・ポイント／ペンギン島／ロ
バート島／タレット・ポイント／ヤンキー・ハーバー／デセプション島

 No.

3
ウ
シ
ュ
ア
イ
ア
発
着
コ
ー
ス

南
極
圏
と
南
極
ク
ル
ー
ズ 

14
日
間


